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千葉県南地域に適したセルリー優良品種の選定

Ⅰ　はじめに

　千葉県におけるセルリーの生産は，産出額が２億円で全
国第７位である（２００８年）．県内の主な産地は館山市及び南
房総市で，３つのセルリー生産組合がある．生産者数は３
組合合計で約２０戸，作付面積が７.８ haと小規模ではあるが，
静岡県や長野県といった大産地の端境期をねらった出荷が
行われており，東京の市場で高い評価を受けている．また，
直売所などにも出荷され，地域の特産野菜として産地の振
興に大きな役割を果たしている．
　県南地域の栽培品種としては，近年「コーネル６１９」が
作付されている．「コーネル６１９」は３社の種苗会社から販
売されているが，生産者は栽培年度や組合，個人により異
なった種苗会社の「コーネル６１９」を栽培している．その
ような栽培状況の中で，同じ「コーネル６１９」でも種苗会
社により収量性や品種特性が異なっている可能性が示唆さ
れ，現場からは地域に適した品種の選定が求められている．
「コーネル６１９」はコーネル大学で「コーネル６」と「コ
ーネル１９」の交配により育成され，昭和２４年に日本に導入
された（浜島，２００４）．その後，この品種を元に各地の篤
農家，種苗会社等が自家採種を繰り返し，各産地の作型，
気象条件に適合する系統の選抜が繰り返され（塩川，２００４），
多様な「コーネル６１９」系の品種・系統が作出された．そ
こで，各種苗会社から販売されている「コーネル６１９」系
の品種を集め，それらの品種特性を明らかにするとともに
県南地域に適した品種を選定することを目的として本試験
を実施した．

Ⅱ　材料及び方法

　試験は，千葉県館山市にある千葉県農林総合研究センタ
ー暖地園芸研究所内の丸屋根型大型単棟プラスチックハウ
ス（面積２２４㎡：間口７m×奥行３２m）で，２００９年及び２０１０
年に行った．土性は第三系粘質土で，前作は両年ともサヤ
インゲンである．供試品種は第１表に示したとおり，「コ
ーネル６１９」・（タキイ種苗（株））（以下「コーネル６１９」・

（タキイ）とする）），「コーネル６１９」・（原田園芸（株））
（以下「コーネル６１９」・（原田）とする）），「コーネル６１９」・
（日東農産（株））（以下「コーネル６１９」・（日東）とする）），
「サミット」・（三方原農園（株）），「美作」・（日東農産（株）），
「きよさと」・（日東農産（株）），「ストレイトンNT」・（日
東農産（株））の７品種とした．
　試験面積及び区制は，２００９年が１区 ２.４㎡（１.０m×２.４m）
の１２株，２０１０年は，１区３.２㎡（１.０m×３.２m）の１６株として，い
ずれも３反復とした．
　栽培はハウス冬春どり栽培の現地慣行に準じて行った．
耕種概要は以下のとおりである．播種日は，２００９年が８月
２０日，２０１０年が８月１８日であった．いずれも培養土・げん
きくん果菜２００（窒素０.２g/kg，リン酸 ３.０g/kg，加里０.１５g/kg，
コープケミカル（株））を使い，育苗箱１箱当たり０.５gの種
子を散播し，覆土は行わなかった．播種後１週間は２０℃，
明条件の恒温器で発芽させ，その後１週間は，格納庫内の
半日陰に，最後の約１週間は遮光率３０％の寒冷紗を展張し
たパイプハウス内に育苗箱を設置した．１６連結ポット（４
×４）への鉢上げは２００９年が９月１２日，２０１０年は９月１５日に
培養土（げんきくん果菜２００）を用いて行い，パイプハウ
ス内で育苗した．定植は，２００９年，２０１０年ともに１１月４日
に行った．栽植様式は，２００９年はベッド幅１００cm，通路幅
５０cm，２０１０年は，ベッド幅１００cm，通路幅４０cmで，いずれ
の年も条間５０cmの２条植え，株間を４０cmとし，黒色ポリ
マルチフィルムでマルチした．施肥量は，２００９年が，スー
パーエコロング４２４-１４０（１４-１２-１４）８０.２kg/１０a，スーパー
エコロング ４２４-１００（１４-１２-１４）１６０.４kg/１０a，エコロング
４２４-４０（１４-１２-１４）４０.１kg/１０a，重過りん酸石灰１８.７kg/１０a，
苦土石灰８０.２kg/１０a で成分量：窒素３９.２kg/１０a，りん酸
４１.１kg/１０a，加里３９.２kg/１０aとした．２０１０年は，スーパーエ
コロング４２４-１００（１４-１２-１４）１７８kg/１０a，エコロング４２４-４０
（１４-１２-１４）１７８kg/１０a，過りん酸石灰 ４１kg/１０a，苦土石灰 
８７kg/１０aで成分量が窒素４９.８kg/１０a，りん酸５０.０kg/１０a，加
里４９.８kg/１０aであった．
　調査は，２００９年が３月２日に，各区中央部の６株を，
２０１０年は２月２２日に，各区中央部の８株を対象に実施し，
調製重，２L株率（調製重が２.０kg以上の株の割合），可販茎
数（第１節間長が１３cm以上の茎の数），第１節間長，葉色，
障害の発生を調査した．葉色はミノルタ製葉緑素計
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第１表　セルリー各品種の収量特性

第３表　セルリー各品種の収量・外観特性の変動係数

（SPAD-５０２）を用いて，最外葉の先端部３か所のSPAD値
を測定し，平均値を求めた．障害の発生については，芯や
け，割れ，ささくれの発生の有無を調査した．芯やけは株
の中心部が少しでも黒変しているもの，割れはその長さが
１cm以上のもの，ささくれはその数が１個以上あるもの
をそれぞれ発生有とした．２００９年は，番号のみのラベルで
各品種を識別した立毛状態の株について収穫期の２月２３日
にセルリー生産者１３名，２月２７日に市場関係者２２名及びJA
職員１名の合計 ３６名を対象にアンケート調査を実施した．
評価基準を「優良品種である」，「優良品種でない」，「わか
らない」の３段階として，「優良品種である」と評価した
人の割合（「優良品種」評価人数／全評価者数 （３６名）×１００）
を求めた．

Ⅲ　結果及び考察

　セルリー各品種の収量特性を第１表に示した．調製重は
２００９年の試験では，「ストレインNT」，「美作」，「コーネル
６１９」・（タキイ）の３品種が２.５kg以上，２０１０年の試験では，

２００９年の試験と比べ生育日数が短かったため，やや小ぶり
となったが「コーネル６１９」・（タキイ），「ストレイトンNT」
の２品種が２.２kg以上あった．いずれの品種も，変動係数
は０.２以下と低く，調製重の揃いも良かった（第３表）．セ
ルリーの場合，調製重が２kgを超えれば２L基準を満し価
格が高くなるが，市場関係者間においては更に大きい株が
好まれる傾向があるので，これらの品種を栽培することで
市場での評価の高い株を多く収穫できると考えられた．
　２L株率は２００９年の試験では，「ストレイトンNT」，「美
作」，「きよさと」が８８％以上と高く，「コーネル６１９」・（原
田）が７２％でやや低かった．２０１０年の試験では，「コーネル
６１９」・（タキイ），「ストレイトンNT」が８３％以上と高く，
「きよさと」，「サミット」が４１％以下で低かった．２か年の
平均値で，２L株率が８０％以上であった品種は「ストレイト
ンNT」と「コーネル６１９」・（タキイ）の２品種であった．
「コーネル６１９」・（タキイ）の２L株率の変動係数は，
０.１２，０.１７と２か年を通じて小さく揃いが良かった（第３
表）．
　可販茎数は２００９年の試験では，品種間で差が認められな

第２表　セルリー各品種の外観特性とアンケート調査結果
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第４表　セルリー各品種における障害の発生率

かったが，２０１０年の試験では「コーネル６１９」・（原田）が１２.８
本と多かった．各品種とも変動係数は低く，可販茎数のば
らつきは小さかった（第３表）．
　千葉県園芸作物出荷規格によれば，価格の高い２Lの規
格は調製重２.０kg以上，可販茎数１０本以上となっている．
この２つの条件を同時に満たす品種は，２００９年の試験では
４品種，２０１０年の試験では５品種認められたが，２年間にわ
たり基準を満たした品種は「コーネル６１９」・（タキイ），「コ
ーネル６１９」・（原田），「ストレイトンNT」の３品種であっ
た．
　セルリー各品種の外観特性を第２表に示した．第１節間
長は２００９年及び２０１０年の試験で全ての品種が２１cm以上あ
り，２L基準を満たした．特に，２００９年の試験では，「コーネ
ル６１９」・（日東）が３１cm，２０１０年の試験では，「コーネル
６１９」・（日東），「コーネル６１９」・（タキイ），「ストレイトン
NT」の３品種の第１節間長が２６.５cm以上あり十分な大き
さを確保できた．各品種とも変動係数は低く，第１節間長
のばらつきは小さかった（第３表）．
　葉色（SPAD値）は，２００９年の試験では，「美作」，「コー
ネル６１９」・（原田）の２品種が４１以上と濃く，「ストレイト
ンNT」，「コーネル６１９」・（日東）の２品種が３６以下で薄か
った．２０１０年の試験では，「美作」のSPAD値が４４.５と濃く，
「ストレイトンNT」のそれが３４.１と薄かった．２か年の試
験を通じ，「美作」の葉色は濃く，「ストレイトンNT」は薄
い傾向にあった．また「ストレイトンNT」，「きよさと」，
「コーネル６１９」・（タキイ），「サミット」は葉色の揃いが
良く２か年を通じ，変動係数の値が小さかった（第３表）．
セルリーの葉色は，市場関係者においては，古くから栽培
されている「サミット」程度のやや薄い緑色が好まれてい
るが，一般の消費者の葉色に関する嗜好性は様々である．
従って，葉色がやや濃い「美作」は市場出荷には不適であ
るが，直売所への出荷は可能と考えられた．
　セルリーには，生長点付近が壊死する芯やけ（写真１），
葉柄基部に縦の亀裂が入る割れ（写真２），表皮が小さくめ
くれるささくれ（写真３）等，生理障害が発生することが
ある．芯やけは石灰不足，ささくれはホウ素欠乏，割れは
春先の高温に伴う急激な肥大が原因とされている（加藤，
１９８６; 川口，１９８６）．これらの障害の発生に品種間差異があ

る可能性が考えられたので，品種別にその発生率を調査し
た．その結果，商品性には影響を与えない程度だが，芯や
けは「コーネル６１９」・（原田）及び「コーネル６１９」・（日東），
割れは「美作」，ささくれは「コーネル６１９」・（タキイ）で
多い傾向にあった（第４表）．
　以上の調査結果から，各品種の主な特性をまとめると以
下のようである．
　「コーネル６１９」・（タキイ）：調製重が大きく，２L株率が
高く，第１節間長が大きい．ささくれがやや多い．「コー
ネル６１９」・（原田）：調製重及び２L株率の値はやや小さい
が可販茎数が多い．芯やけがやや多い．「コーネル６１９」・
（日東）：調製重及び２L株率の値はやや小さいが第１節間
長が大きい．芯やけがやや多い．「サミット」：調製重及び
２L株率の値がやや小さい．「美作」：調製重がやや大きく，
葉色が濃く，直売所への出荷に適する．割れがやや多い．
「きよさと」：調製重及び２L株率の値がやや小さい．「ス
トレイトンNT」：調製重が大きく，２L株率が高く，第１節
間長が大きい．葉色は薄く，調製重及び可販茎数の揃いが
よい．
　優良品種の選定には，収量性や外観特性以外に生産者や
市場関係者の評価も重要である．そこで，２００９年の試験で
は，生産者及び市場関係者等を対象にアンケート調査を実
施した（第２表）．その結果，「優良品種」とした人の割合
が４７％以上の高い品種は「ストレインNT」，「コーネル
６１９」・（タキイ）の２品種であった．この調査は，立毛状
態のセルリーに対して実施したので，選ばれた２品種は外
観から見た株の充実の程度，草丈の揃い，葉色等が総合的
に高く評価されたものと考えられた．
　以上のアンケート調査の結果及び品種特性から，県南地
域に適する品種として，調製重が大きく，２L株率が高く，
葉色があまり濃すぎることがない，「コーネル６１９」・（タキ
イ）及び「ストレインNT」の２品種を選定した．なお，
「コーネル６１９」・（タキイ）は，ささくれが発生しやすい
傾向があるので，栽培期間中のホウ素欠乏に留意する． 

　Ⅳ　摘　　要

　２００９年及び２０１０年にセルリーの栽培試験を実施し，７品
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写真１　セロリーの生理障害（芯やけ）

種の品種特性を調査した結果，調製重が大きく，２L株率が
高く，葉色が濃すぎることがない，「コーネル６１９」・（タキ
イ種苗（株））及び「ストレインNT」（日東農産（株））の
２品種を県南地域に適する品種として選定した．選定した
２品種は生産者及び市場関係者の評価も高かった． 
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写真３　セロリーの生理障害（ささくれ）
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